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博多港物流トライアル推進事業 参加申請書Ｃ（船社・船舶代理店用）

株式会社　地域開発研究所
代表取締役　鈴木　洋　様

申請者	所在地
名　称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　㊞


				担当者	所属・部署
					担当者名
					TEL
					FAX
					E-mail



令和７年度博多港物流トライアル推進事業について、下記の同意事項を了承の上、別紙の事業提案内容を添えて、参加を申請します。

	【同意事項】
　博多港物流トライアル推進事業で採用された場合、下記の事項に同意の上、トライアル寄港を実施します。
　　１　トライアル寄港関連情報の提供（事前・事後）
　　２　トライアル寄港に係るヒアリング調査への協力（事前・事後）
　　３　調査結果の活用（情報公開）への同意




船舶代理店が申請者となる場合は、以下に船社情報を記入してください。
	船社名
	


	船社担当部署
	


	担当者
（役職・氏名）
	


	連絡先
(TEL / E-mail)
	



　※必要に応じて船社担当者に確認をさせていただく場合がございます。


	· 事業提案内容


別紙

１．博多港へのトライアル寄港の内容
1-1）トライアル寄港を行う背景・目的と取組内容
	背景・
目的
	

	取組
内容
	



1-2）トライアル寄港航路（従来、計画）と貨物量
トライアル寄港の航路について、記入及び✓してください。

	船舶名
	

	船種
	□コンテナ船　　　□RORO船
	船型
	DWT

	航路※
	□外航航路　　　　□内航航路

	
	【従　来】　　　　　　→　　　　　　→　　　　　　→

	
	【計　画】　　　　　　→　　　　　　→　　　　　　→

	航路の特色
（ねらい・強み）
	



	期待される
効果
	



	博多港での
取扱見込量※※
	【船　積】年間　　　　　　　　TEU（見込）
【船　卸】年間　　　　　　　　TEU（見込）

	特記事項
	


[bookmark: _Hlk515003281]※　寄港地全てを記入下さい。新設航路の場合、【従来】は記入不要です
※※コンテナ以外の荷姿の貨物量については、（荷姿に応じて）単位を修正の上、ご記載ください。


２．トライアル寄港の実施回数・輸送量・開始時期
	回


2-1）トライアル寄港実施回数
現時点で予定している寄港回数を右欄に記入して下さい。
＊輸送期間は、原則9月から来年1月末迄の約5ヶ月間です。

	月頃


2-2）トライアル寄港航路の運航開始時期
現時点で予定している運航開始時期を右欄に記入して下さい。
分からない場合は「未定」と記載し、以下に理由を記入してください。
	開始時期
未定理由
	



３．トライアル寄港に係る経費（想定）
博多港への1回の寄港に係る経費として、想定される費目と金額を記入して下さい。記入欄が不足する場合は適宜、行を追加してください。
	項　目
	費　目
	金額（想定）

	・博多港への寄港
に係る費用

・その他、手続き
に係る費用
	（例）入港料
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円


※記入頂いた費用については、報告書提出時に書面にて確認資料をご提出いただきます。

４．博多港定期航路化の実現性
トライアル終了後、博多港定期航路化の実現可能性について、当てはまるものに✓を付けて下さい。また、実現の時期（目安）を記入してください。
※本件に関連し、貴社内での具体的な計画など、裏付けとなる資料等があれば、添付してください。
	実現可能性
	□ア　トライアル寄港の実施により、今後、定期的に寄港する可能性は多いにある
□イ　寄港に際しての課題や、集荷の調整が整えば、定期的に寄港する可能性はある。
□ウ　実現に向けては、改めて検討や調整が必要であり、現時点では分からない
□エ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	実現の時期
（目安）
	

	課題・特記
事項など
	※現時点で想定されるトライアル事業実現化の課題（クリアすべき問題点、調整事項など）
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